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熊　　野　　正　　也
　　　　　　　　　本学の附属博物館として有する性格については，すでに前号で述べたように，
　　　　　　　　学内における共同利用機関であると同時に，一般に対する社会教育機関でもある。
　　　　　　　　つまり，前者は学生や教職員，校友等の教育・研究に活用されることであり，後
　　　　　　　　者は社会教育・生涯学習に対して重要な役割を果すべく目的をもっているのであ
　　　　　　　　る。ここにこそ，大学附属博物館としての大きな特色をもっているものといえよ
　　　　　　　　う。
今年度の博物館　　1987（昭和62）年度は以上のようなことを構想の基本として，まず，一般に対
活動　　　　　　しては『ミニミニ特別展』の開催と『博物館公開講座一明治大学考古学ゼミナー
　　　　　　　　ル』を開講することにし，学内的には博物館機能の重要な一つである資料の保存
　　　　　　　　処置に重点を置くことにした。資料保存のうち特に急がなければならないことは
ガラス乾板のフ　1945（昭和20）年代に撮影されたガラス乾板である。明治大学文学部考古学研究
イルム化　　　　室が開設されて以来，数々の発掘された遺跡の記録は大型の場合すべてこのガラ
　　　　　　　　ス乾板に撮影されていたのである。しかし，年が経るにしたがいガラスそのもの
　　　　　　　　も老朽化が進み，幕面がはがれるという状況が認められるようになった。このま
　　　　　　　　まの状況を放置すれば貴重な記録は，煙滅してしまう。そこで1986（昭和61）年
　　　　　　　　度からの重要施策の一つとして，このガラス乾板をフイルムに再撮影して保存と
　　　　　　　　活用を図ることにした。通常，ガラス乾板の耐久力は約30年前後だといわれる。
　　　　　　　　フイルムの保存上では温度一一2°C，湿度10～20％の数値がもっとも適しており，
　　　　　　　　この数値を保つ施設では3倍の長持ちをさせることができるという。老朽化した
　　　　　　　　ガラス乾板をフイルム化することによって，今後，このフイルムをいかに保存
　　　　　　　　し，活用して行くかは本館の大きな課題となろう。なお，今年度は本事業3年計
　　　　　　　　画の2年目にあたり，昨年と合せて1，600枚のガラス乾板をフイルム化した。
鉄製品の処理　　　次に鉄製品の錆防止処理については，今年度から3力年継続事業として実施す
　　　　　　　　ることにした。従来は自前でコツコツ処理していたものを，今年度から委託事業
　　　　　　　　として行うもので，委託先は財団法人・山梨文化財研究所にお願いした。委託し
　　　　　　　　た資料は茨城県・三昧塚古墳出土の小札，千葉県・能満寺古墳出土の鉄刀・剣・
　　　　　　　　ヤリガンナ・鎌・ノミ・鉄斧，茨城県・勅使塚古墳出土の剣（破片），同県・舟
　　　　　　　　塚古墳出土の鉄鐡・馬具金具・小札，愛知県・北の谷古墳出土の鉄刀（破片），
　　　　　　　　ツパ，神奈川県・三の宮古墳出土の雲珠・鐙・鉄鎌，東京都・芝公園古墳出土の
　　　　　　　　刀子・鉄刀（破片）・毛抜状鉄製品・ツパ・鹿角製鉄刀・鹿角製刀子・弓飾金具，
　　　　　　　　千葉県・能満寺古墳出土の銅鍬など計152点に達している。
博物館実習生の　　以上，本館所蔵資料の保存処理についての主なものを述べたが，つづいて博物
受入れ　　　　　館実習について述べておく。本館は大学の附属博物館という性格上，本学の学芸
　　　　　　　　員養成課程からの実習生受入れは当然であるが，そのほかに他大学からの要請が
　　　　　　　　あれぽ受入れる方針である。わが国における私立大学及び同短期大学の数は，合
　　　　　　　　計334校設置されているという。そのうち，博物館および博物館相当施設を有す
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図書室の利用
る大学はわずか35を数えるにすぎないのである。パーセントで示すと4．1％であ
る。これに対して学芸員養成課程を開設する大学は112校にもおよんでいる。つ
まり，博物館施設をもたずに学芸員養成課程を開設する大学がきわめて多いとい
うことである。学芸員有資格を得るために博物館実習は不可欠である。博物館実
習には「観察実習」とか「実務実習」などが要求され，特に実務実習にあっては
どうしてもどこかの博物館にお世話になり，学芸員としての体験を積まなければ
ならない。この実習の時にかならずといってよいほど受入れ側の博物館から一言
苦情がでる。
　苦情の内容は実習生を受入れた場合，少ない学芸員を実習期間申ほとんどそち
らにとられてしまい，本務に支障があるということである。もっともなことであ
る。近年は実習生受入れを拒否する博物館が増加しつつある。さらに，拒否館が
増えた場合，将来の博物館実習はどうなるのであろうか。こういった時こそ，い
つでも必要な時に使用ができる実習の場としての附属博物館が重要な意味をもつ
ことになるのである。学芸員養成課程を開設している大学は，立派な博物館とま
でいかなくとも，せめて資料室なり，あるいは展示可能な空間を保持すべきであ
ろう。附属博物館としての本館は，学内共同利用機関であるけれども，こうした
現状をかんがみて同じ大学という立場から，他大学からの実習生受入れを拒否す
るわけにはいかないのである。　　　　．
　本館における博物館実習生の受入れ状況は，本学の学芸員養成課程と千葉大学
文学部学芸員養成課程との2校である。実習内容は学芸員としての実務をそれぞ
れ1週間から10日間の期間を本館の職員と同じ扱いで実務を担当してもらう，い
わゆる「実務実習」である。受付の業務があり，図書整理，各種フイルムの整理，
遺物等博物館資料の整理などがその主なる業務である。実務実習でもっとも重要
なことは，いかに多くの実物資料に触れ，慣れるかである。それはやがて学芸員
としての自信につながるものと考える。
　一方，観察実習では関西大学の実習生を受入れた。人数は20名である。観察実
習は展示を中心に関連施設を見学し，個々の博物館のあり方を博物館学的に捉え
ることを目的としたものである（網干善教教授引率）。今後はさらに博物館実習
としての利用度が高まるものと思われる。
　博物館に図書室を併設することは不可欠である。本館にも71．82m2というわず
かな面積の図書室であるが設置されている。蔵書数は約20．000冊である。内容は
各都道府県ならびに市町村で発行された報告書をはじめ，考古学に関する論文な
どでいわゆる専門書である。1952（昭和27）年の創立以来，研究室員の研究のた
め，もしくは卒業論文の執筆を目的とする学生だけに限り利用することができ
た。しかし，陳列館から博物館への名称変更と同時に図書室を所定の手続を経る
ことによって一般へも開放することになったのである。考古学に興味をもつ一般，
他大学の考古学専攻生，本学の卒業論文を執筆する学生，演習のために調べる学
生などで図書室は満席に近い。ちなみに，今年度受贈図書の数は約2．200冊にも
および，今後このペースで増加するとなれば，10年後は22，000冊増えることにな
り，合計40．・000冊の大台を越えることになる。現在でも書架には7割程度の書籍
が納められており，数年後にはまちがいなく満配になってしまう。固定書架を可
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公開講座の開設
Fig．1
Fig．2
動式に変更することなど，将来を見越した図書室のあり方について，再検討をし
ておく必要がある。
　今年度の博物館活動においてもっとも力点をおいたものは，公開講座の開設で
あった。附属博物館が単独でこのような講座を開設するということはあまり類例
がない。しかし，附属博物館といえども社会教育機関の一つであるから，当然，
社会への博物館活動は
展開されるべきであろ
う。このような基本的
な考えから第一一一“ilとし
て公開講座の開設に踏
み切ったわけである。
いまや世の中は考古学
ブームである。テレビ
・新聞は，各地の発掘
状況あるいは新発見に
ついて報道しない日は
まずないといっても過
言ではあるまい。した
がって，考古学に対し
てはいやがうえにも関
心の度合が高まる一方
である。公開講座の開
催はまさに好機到来と
もいえよう。
　講座は春と秋の2回
にわたって実施するこ
とにし，それぞれの講
座は5講義でもって構
成する。講師陣は原則
的に本学の教職員と卒
業生とで構成し，教職
員はそれぞれを担当す
る講座のテーマに沿っ
た総論を行い，卒業生
は各論を担当する。す
でに考古学の卒業生は
約1．500名を数え，し
かも，北海道から沖縄
県にかけて全国に散ら
ばっているのである。
そして，考古学の研究
開講式で挨拶をする大塚初重館長
本学文学部助教授　安蒜政雄氏
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Fig．3
第1回公開講座
Fig．4
を続けている卒業生が
多く，各地方で活躍し
ている人も多い。特に
こういう卒業生の中か
ら，しかもそれぞれの
テーマを専門とする人
にお願いすることにし
た。
　今年度は先土器（旧
石器）時代と縄文時代
に関する講義の内容と
することを決定した。
翌年度は弥生時代と古
墳時代に関するものへ
と順次，時代ごとに講
座を展開して行く。
　第1回目は『日本人
本学文学部助教授　矢島國雄氏
類文化の起源を探る』を全体テーマとした。次に期日・講師・小テーマを列記し
ておく。①6月6日（土）　明治大学文学部助教授　安蒜政雄氏　〔1946年生
1978年本学大学院博士課程修了　文学博士　明治大学考古学陳列館学芸員を経て
現職〕　講義のテーマ
は先土器文化の復原を
めざして。②6月13日
（土）明治大学文学部
助教授　矢島國雄氏
〔1948年生　1975年本
学大学院修士課程修了
　助手・専任講師を経
て1987年に現職〕
義のテーマは自然と文
化。③6月20日（土）
　岡山大学文学部助教
授　稲田孝司氏　〔19
43年生　1967年本学考
古学卒業　奈良国立文
化財研究所・文化庁文　　　　　岡山大学文学部助教授稲田孝司氏
化財保護部記念物課を
経て現職〕　講義のテーマはナウマン象を狩る。④6月27日（土）　新潟大学文
学部助教授　小野昭氏　〔1946年生　1969年本学考古学卒業　奈良国立文化財研
究所・岡山大学文学部助手を経て現職〕　講義のテーマは文化の広がりと地域。
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Fig．5
Fig．6
⑤7月4日（土）　財
団法人京都文化財団主
任研究員　鈴木忠司氏
　〔1946年生　1971年
本学大学院修士課程修
了　　（財）古代学協会
・平安博物館助教授を
経て現職〕　講義のテ
ーマはムラと生活。
　今回は第1回目であ
るので，実績はまった
くない。したがって，
受講希望者がどのくら
いあるのか検討もつか
なかった。とりあえず
150名ぐらいという予
想で会場は大学院南講
新潟大学文学部助教授　小野　昭氏
堂を確保した。ところが，いざ募集という段階になると申込み希望者は殺到し，
断りに一苦労するという一コマもあった。本講座の普及方法はポスター・新聞・学
内広報の活用である。ポスターは主な全国の博物館・教育委員会等へ配送した。
とにかく会場の収容人
員との関係もあり150
名で締切ることにし
た。ちなみに今回の講
座の受講者でもっとも
遠距離から見えた人は
岐阜県の羽島からで，
毎週土曜日新幹線によ
る通学が印象に残っ
た。とりもなおさず，
いかに本講座に対する
期待が大きいか物語る
ものであろう。
　6月6日は最初の講
義である。講義に先立　　　　財団法人京都文化財団主任研究員鈴木忠司氏
って開講式を開催。大
塚初重館長（本学文学
部教授）から開催にあたってのあいさつがあり，午後2時定刻通り安蒜講師から
「先土器文化の復原をめざして」と題する講義が開始された。当日は快晴にめく
まれ気温も夏なみであった。しかも，会場は満員で場内はまさに真夏の状況を呈
していた。このために次回からは会場を変更せざるを得なくなり，1号館4階の
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Fig．7
第2回公開講座
Fig．8
AV棟で行うことにした。途中でこのようなアクシデントもあったが，なんとか
最終講義を終えることができたのである。なお，最終講義直後に閉会式を行い，
5講義全部に出席した101名の受講者に対して大塚館長から修了証が手渡された。
　第2回目の講座は，
11月7日を初日として
開催した。全体テーマ
は前回の先土器（旧石
器）時代に続く縄文時
代で『縄文人と貝塚の
考古学』とした。日程
・講師・テーマは次の
とおりである。①11月
7日（土）　明治大学
文学部教授　戸沢充則
氏　〔1932年生　1961
年本学大学院博士課程
修了　文学博士　専任
講師・助教授を経て現
職〕　講義のテーマは
貝塚を発掘する。②11
月14日（土）　横浜市
立大学講師　岡本勇氏
　〔1930年生　1954年
本学大学院修士課程修
経て現職〕
一マは縄文文化の起源
と貝塚。③11月21日
（土）　市立市川歴史
博物館長　堀越正行氏
　〔1947年生　1970年
本学大学院修士課程修
了　市立市川考古博物
館学芸員を経て現職〕
　講義のテーマは貝塚
と縄文人の食生活。④
11月28日（土）　千葉
市教育委員会文化課主
査　後藤和民氏
了　立教大学助教授を　難
　　　　　　識の藤
　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　繕
本学文学部教授　戸沢充則氏
横浜市立大学講師　岡本　勇氏
?
　 　　　　　　〔1932年生　1968年本学大学院修士課程修了　千葉市立加曽利
貝塚博物館学芸員を経て現職　この間駒沢大学文学部講師・千葉大学文学部講
師〕　講義のテーマは馬蹄形貝塚と縄文社会。⑤12月5日（土）　群馬県立歴史
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Fig．9
Fig．10
博物館学芸第一課長
外山和夫氏　　〔1939年
生1964年本学大学院’
修士課程修了　浜松市
博物館学芸員から群馬
県立博物館学芸員を経
て現職〕　講義のテー
マは貝塚文化と縄文文
化。
　以上5講義でもって
今回の全体テーマが構
成されている。受講希
望者はますます増加の
一途をたどっている
が，募集人員は前回同
様150名である。会場
は博物館もある大学会
館8階の大会議室を用
意した。つまり，講義
開始の前後に博物館の
展示を見学でぎるよう
にという配慮からであ
った。
　初日の11月7日には
戸沢教授の講義に先立
って開講式を行い，大
塚館長のあいさつ，事
務局からの連絡事項そ
して講義へと続く。講
義の時間はほぼ2時間
を見込んでいる。配布
資料は5講義分の概略
・講師の紹介を刷り込
んだレヂメと，当日の
??
???
??
棚購 ?????
?
、?
???
市立市川歴史博物館館長　堀越正行氏
千葉教育委員会文化課主査　後藤和民氏
講義にあたっての資料である。質問時間は30分程度を用意してあったが，講義の
延長でほとんど消化することができなかったのである。そこで急拠この方針を変
更して，講義最終日に講師をはじめ本学の考古学研究室教員が全員出席して，ま
とめて質問を受けることにした。もちろん，このような質問を受けることは万全
なことではない。その都度の講義に関する質問もあるかもしれないし，すでに質
問のしたい講師がその場にいないということもありうるからである。一方，まと
めた質問の受け方には，講座内容に関する以外のことについて，つまり，考古学
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Fig．11 全般についての質問も
できるという利点があ灘
る。今後，最善の方法繍
を探索していく必要性
が十分にあろう。
　今回の講座では115
名の受講者が修了証を
授与された。受講者は
一般公募であるから学
歴・年齢はさまざまで
ある。最少年者は11才
で，最高齢者は78才で
あった。考古学に対す
る興味をもつ年齢層の
幅の広さには改めて驚
かされる。修了証授与
の代表には最年少の大
、??
群馬県立歴史博物館学芸第一課長　外山和夫氏
Fig．12
超満員の受講会場
田祐史君にお願いした。なお，その後には受講生主催による懇親会が用意され，
当講座講師・博物館・考古学研究室スタッフを囲み楽しく，かつ有意義な一時を
過し散会した。
　第1・2回の講座を振り返えってみての受講者は，とにかく熱心だったという
印象が強かった。次に受講者性別・年齢別のところで詳しく述べるつもりでいる
が，特に年齢的には千差万別である。したがって，そういう点ではどの年齢層に
照準を合せるかという他の博物館等の悩みと共通するところもでてきた。一般公
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Fig．13
受講者の構成
大塚館長から修了証を授与される
　　　　　　最年少の大田祐史君
開を前提とする以上，この問題はたえず
つきまとうことになろう。
　第1回目の公開講座受講者の性別・年
齢別をグラフ化してみた。年齢別では20
代がもっとも多く，41名で全体の24％を
占めている。つづいて30代・40代・50代
は25～26名でほぼ同数に近い。もっと
も少なかったのは70代の10名である。性
別でもっとも多かったのは20代の男性で
23名である。この内訳けをみると勤務者
が圧倒的であった。次に60代の男性が20
名を数えている。停年後の余暇を考古学
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県別受講者
友の会設立の動?
に求めていることをうかがうことができる。女性は20代・40代・50代がほぼ同数
に近い。特に40・50は育児も終わり時間的なゆとりができたことを物語るもので
あろう。この年齢構成をみてみると○○カルチャーとか地方の公立博物館とは若
干異なりを示めしている。それは20代の受講者が非常に多かったということであ
る。この理由は①当館は立地がよく交通至便であること，②公開講座開催期日が
土曜日の午後であること。③参加費が低額であること，④大学というアカデミッ
クの雰囲気にひたれること，⑤それに充実したテーマと講師陣などをあげること
ができよう。
　次に県別に受講者をみてみよう。当然ながらもっとも多いのは東京都で99名で
ある。そして千葉県25名，神奈川県22名，埼玉県16名へとつづき，茨城県4名，
栃木県3名と極端に少くなくなる。群馬県・山梨県・長野県・岐阜県・大阪府は
それぞれ1名という内訳けであった。人員の多少は別にして，それにしても予想
以上の広範囲から受講者がみえたことには驚かされる。周知の方法としては，ボ
スターを中心としたが，新聞の告知欄も活用した。もちろん，新聞の効果は抜群
であるが，掲載時期が締切り直前であったために，結果的に今回の受講者はポス
ターによるものであったと考えてよいだろう。普及については今後，博物館活動
の種類によってその方法をいろいろ考えていかなければならない。
　さて，第1・2回の講座を通じて今，受講者の中から新しい静かな動きがみら
れるようになった。それは友の会設立の動きである。もっとも受講者には「考古
学に対する興味をもつ」という共通基盤があり，これを通じて受講者同士の横の
つながりができやすい。こういった環境の中から有志が相集い，ユニークな友の
会のあり方について検討している。もし大学附属博物館に友の会という支援団体
が設立されたとするならば，わが国初のことになろう。
　いずれにしても1988（昭和63）年度は「活動する博物館」をめざして，いろい
ろな博物館活動を展開し多忙な一年間であった。これからの新しい大学附属博物
館のあり方を模索するためにも，いまいろいろな博物館活動に挑戦していかなけ
ればならない時期であると考える。
〈余白録〉 博物館の入ロ
　最近，博物館や美術館を見学するたびに注意していることがある。それは入口のことである。または，
廊下のことである。こういうことは博物館の展示内容や活動とは関係なさそうに見えるし，機能的であれ
ばよいのかもしれないが，博物館というものを1つの小宇宙的存在として把えるならば，実は極めて本質
的なことのように思えてならない。
　博物館のもつ空間は日常から切り離された一種の独立した知的空間であろう。そこは，日常の煩しさは
なく，見学者がその人なりの知を開放でぎる空間でなければならない。そう考えるならば，そのような別
空間への入口はできる限り日常世界との接点を小さくした方が良いように思える。ただしこれは，ただ単
に入口を小さくすれば良い，ということではない。見学者を「その気にさせる」空間を演出するという意
味である。
　「たかが入口，されど入口」，入口はもはや単なる受付ではなく，博物館の重要な導入部として位置付
けるべきではないだろうか。そんなことを考える今日この頃である。　　　　　　　　　　（黒沢）
一11一
